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1　調査目的

　新生児管理のめざましい向上に伴ない新生児の死亡は

急激に減少した。今後更によりよい新生児管理をめざす

ためには，．多くの問題が残っていることは事実であろ

う。その一つとして新生児自体に関する種々の点を更に

明確にさせておく必要がある。たとえば新生児の出生時

の放熟度を判定する方法の確立などである。新生児の成

熟度はその児の健康状態の判定に有効であるととも・に，

新生児の管理養謹の基準を定めるための一つの因子とし

て非常に役立つことはいうまでもない。成熟度の判定に

は諸家がそれぞれの方法を発表し，各方面で利用されて

いる。判定の手段の一つとして最もよく使用され，最も

簡易なものに出生体重があるが，この出生体重は多くの

条件によって左右されるものであることは周知の事実で

ある。この出生体重に影響を及ぽす因子の一つとして今

回は出生順位をとりあげ，出生順位と出生体重をはじめ

とする出生時の体位計測値が如何なる閲係にあるかを調

べ，成熟度判定の際の参考にすることに、レた。

瓦調査対象

愛育病院産科において昭和46年工月から同年12月まで

の間に第2子または第3子を出産した母のうち，第1子

または第2子をかつて同院にて出産したものを選び，そ

れぞれの出生児を対象とした。男・女児合わせて第1子

は391人，第2子は409人，第3子は98人で，それぞれ妊

娠中特別著明な異常を認めず，出生体重に影響を及ぽす

ような外表奇形の存在レないものである。

皿　調査成績

第1表　出生体重分布（弘）

1．　出生体重の分布

　出生順位別の出生体重の分布は第1表に示したとおり

で，3001g以上は第1．子が62・9％，第2子が67・9弘，第

3子は7L4％と，出生順位が後位に従い多くなる候向に

ある。

　出生体重の平均は第1子が最も小さく3，工89g」次い

で第2子の3・278g，第3子が最も大きく3・313gとなっ

ているo

第1子 第2子 第3子
～2，000g

2，500

3，000

3，500

4，000

，001～

　一
．6

4．5

2．0

0．4

．5

　一
．5

9．6

7．5

7．2

．2

　一
．6

5．0　

53．5

16．9

1．0

平均体重 3．189g 3，279g 3．313g

、標準偏差
315 367 360

忌147一



日本総合愛育研究所紀要 第1喚

2．　在胎期間との関係

　第2表に在胎期間別分布を示した。在胎37週以下のも

のの割合は第1子は5・7％，第2子は5。19らであるのに対』

し第3子は12・3％で有意に高い。在胎42週以上は第1子

が最も多く5・8％・第2子と第3子は5、1％と1．0％である，

出生順位別の在胎期間の平均は。第工子が39・8週，第2

子が39．1週，第3子が38、6週で有意差は認められない。

在胎期間別の出生体重については第3表に示した。ほ

ぽ全ての在胎週において第1子よりは第2子，第2子よ

りは第3子がそれぞれ大きい。たとえば，在胎40週では

第1子が3・2349，第2子が3，3339，第3子が3，3459

と第3子が最も大きい。

　在胎期間別の身長，頭囲，胸囲については第4表にみ

られるとおりであ袴が，崔胎週数及ぴ出生順位との関係

は明らかなでい。

第2表　在胎期間別分布（弘）

謝371381394・41卜2－1平均醐1
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第3衷　在胎期間別出生体重（平均値）（9）
（）内人数
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第4衰　在胎期間別出生時身長・頭囲・胸囲（㎝）

身 長、 頭 囲 胸 囲

～36週 48．5 47．8 47．8 34．4 34．5 33．8 31．2 31．5 31．837
49．5 48．0 49．5 33．5 34．1 33．8 31．1 31．3 32．038
49．4 49．6 50．0 33．5 34．2 34．2 32．3 32．7 32．839
49．7 50．0 49．2 34、1 34．5 34．工 32．5 33．2 32．640
50．0 50．6 49．7 34．3 34．6 34．3 33．1 33．3 33．041
50．8 50．7 50．5 34．5 34．6 34．5 33．3 33．7 33．5

42～ 51．0 ．50．5 51．5 34．6 34．5 34．6 33．3 34．0 31．5

第5表　母の身長の分布（％）’ 第6表　毎の身長別出生体重（9） （ ）内人数
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（8）3，360 （6）3，350 （3）3，283
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3．母の身長との関係

母の身長の分布を第5表に示した。

高野：出生体重の検酎

　その母の身長と出生体重との閲傑は第6表にみられる

とおりである。背の高い母からは出生体重恭大きい児が

生まれている。出生順位との関係は著明ではなレ・が，概

しで出生順位が後位になるほど出生体重は大きくなる傾

向がある。

4．母の年齢との関係

　毎の年齢分布を第7衷に示した。当然のことな淳ら35

歳以上は第1子ぞは少なくL3％にすぎず・第2子では・

9・5ヲ6ド第5子では20・2％となっていう。それぞれの出

蝋位別の母の平場鱒は』第1子では26・7歳・第2子

は29，7歳，第3子は3118歳となっている。

　母の年齢と出生順位別出生体重の関係を第8表に示し

たが，年齢との関係ははっきりしていない。各出生順位

とも30～34歳群の母から生まれたものが最も大きい出生

体重を示しているが，有意差はない。

5． 分娩間隔との関係

　第1子または第2子出生後，次児出生までの期間別に

出生体重を調べたq分娩間隔の分布を第9表に示した。

2～3年の問に次児を出生しているものが最も多く，次

いで2年未満に出生した群となっている。5年以上10年

未満に次児を出生したものはそれぞれ7・8％と16．7弘と

なっており，第3子出生群に多い。前児出生後満1年に

満たぬうち に次児を出生した もの磧各々1例ずつ認めら

れた。更に10年以上経ってからは第3子に1例あらた己

　分娩間隔と出生体重の関係と前児と次児との問が5年

未満のものでは各間隔群とも第3子の出生体重が第2子

の出生体重よりも大きいが，5年以上経たものでは第2

子の方も大きい傾向にある。（第10表）

第7表　母の年齢分布（％）

第 1子 第2 子／
第3子

～19歳 一 一 『

20～24 4．2 1，0

25～29 63．1 56．0 35，4

30ん34 11．1 30．3 43．4

35～39 1．3 8．8 19．2

40～ 一
0．7 1．〇一

寧均年齢 26．7歳1 2豆7歳 3L8歳

第8表　母の年齢別出生体重（g） （）内人数
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　　一
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一

第9表　分娩問隔の分布（％）

第1子と第2子　　第2子と第3子

～1年㌧・ 0．3 1．O

1～2 31．4 31．3

2～3 31．9 35． 0

3～4 21．6 8．8

4～5 7．0 5．9

5～10 7．8 16．7

10～ 一
1．0

第10衷　分娩隔問別出生体重（g） （〉内入数一

（第1～第2子
　2子の体重

（第2～第3子3子の体重・

～1年 （1）2，750 ・（1）’4，05Q・0・

1～2 （121）3，192士395 （32）3，317士312コ

2～31 （123）3，298±365 （36）3・33＄キ299』

3～4 （82）3β02±334 （9）・3，383

4～5 （27）3，330士395 （6）．3，383

5～10 （30）3，315±375 （17）3，257±413，

10～ 一
（1）2・鎚0
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瀞

w　考

　新生児管理は，人間の一生を通じて最も大切な時間を

みることになるので，新生児の養護に携わるものの責任

が非常に大きいことはいうまでもない。その管理を充実

させるためには新生児を充分に観察することが必要にな

ってくる。成熟度の判定及び評価はその第一歩といえよ

う。成熟度の判定，製をかえせば未熟度の判定というこ

とになるが，それには多くの報告があり，各方面で有効

に用いられている。　Crossellの生体観察所見による方

法，松村ら2，の成熟度評価衷，安逮ら315，6レの各計測値や

指数による方法，馬場ら41の生命予後からみた判定法な

どそれぞれの特徴を生かして用いられている。そのほか

生化学的検査による方法・理学的検査による方法などが

あり，それぞれ有効な方法として広く使用されている。

　以前から出生体重だけである程度の未熟性Kついて評

価がなされていたが，出生体重だけでは多くの点で不合

理が起るので，出生体重と在胎期問を合せみることが行

なわれるようになり，Ancti17，やLubchenco8レなどが在

胎期間と出生時伶体位との併用によって成熟度の判定を

行ない・多くの利点があることを述べている。Lubche－

ncoらはこれにより　Sma11・for・dates　infantの概念を

提唱し，わが国でも船川6レ14〕が算出した在胎期間別出生

体重を用いて基準値を作成し，新生児管理上種々の点で

有効であることが現場において実証されている。

　一方，出生体重はそれ単独で使用することには多くの

点で不合理であるにも拘らず，あらゆる報告者が一応成

熟度の評価のための一因子として広く用いている。出生

体重は多くの因子の影響を受けて決定されることは古く

からいわれており，出生順位もその一つである。今回は

成熟度評価という点をふまえて，出生順位による出生体

重及び他の出生時計測値の影響を検討した。

　出生体重の出生順位別の差は，第1子が最も小さく，

第3子が最も大きく，第1子と第2子との問で約1009

第2子と第3子の間で約50gとなっている。これはかつ

てわれわれユo，mが調査報告した差とほぼ同じ値になって

おり ，人口動態統計調査拗の結果をみてもほぼ同様のこ

とがいえる。今回われわれの対象は第3子までである

が・最近はこどもの数が減少し・第4子以後の出生数は

極端に少なくなっている15レ。先の人口動態統計をみる

と，第5子以後においては低出生体重児の出生頻度はそ

れ以前の児に比ぺて高率になるという結果がでている。

われわれの対象例では出生体重2・500g以下の頻度はそ

れぞれの出生順位群問に全く差はないQ

按

匿在胎期間も出生体重に影響を与える因子の一つである

が・これはLubchenco8，，船川91の在胎期間別出生体重

をみれば容易に理解できるが，われわれの成績からも在

胎期間の畏短による出生体重の差が明らかになってお

　り，これは各・出生順位群においてもいえ｝更に各在胎週

別にみた場合，第1子が最も小さく第3子が最も大き

い。37週以下で出生したものではわれわれの例は他に比

べてかなり出生体重が大きく，いわゆるL．F、D、の範疇

に入るものもあった。これは対象がある程度限定された

ものになったためと想像される。在胎期聞の平均が最も

短く，いわゆる早産傾向のあるものの多い第3子で出生

体重が最も大きいということからも判るように出生体重

は単一の因子だけからは判断できない複雑なものである

ことが改めて見なおされる。

　母の体格も出生体重’に影響を及ぼす因子であることが

多くの研究で明らかにされており，山梨13レやわれわれm

のかつての成績からも充分それがうかがわれる。今回の

成績でも背の高い母からは出生体露の大きな児が出生さ

れる傾向のあることが明らかになり，更に出生順位を加

味して検射すると、同じ身長群でも出生順位が後位にな

るほど出生体重が大きいことからみても，在胎期間の揚

合と同様出生順位が出生体重に与える影響のいかに大き

いかがわかる。

　母の年齢も前述の他の因子と同様出生体重を左右する

ものであることは報告されており，かつて筆者ら川の調

査でも明らかである。今回の調査で母の年齢と出生順位

との開係から出生体巫をみた場合，出生順位別に母の年

齢を区分してみた時の出生体重の差は余り著明でなく，

一般の傾向として各出生順位とも高齢の母は出生体重の

小さい児を出産していることがいえるだけであった。こ

れには出産間隔が関係しているのではなかろうかと考

え，分娩間隔別の出生体重を調べた。最近は家族計画指

導が行きわたるようになっており，愛育病院でも対象例

は勿論のこと一般の受胎調節指導を実施している。対象

例でみると第1子と第2子との間隔が3年未満であるも

のが60％を占め，80％が4年未満で次児を出産してい

る。一方第2子と第3子との問隔は5年以上開いている

ものが17，7％もあり，これには種々の理由が考えられる

が経済的理由も見逃せないものの一つではなかろうか。

このような分娩間隔は母性保健上大きな問題として考慮

されるべきであろう。第 1子出産当時の母の年齢別に次

児出産までの問隔毎に，それぞれの出生体重を比較して
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みると，25～29歳群で出産問隔3年以上4年未満のもの

の出生体重が最も大きく，第1子出産当時30歳以上のも

のでは29歳以下の母より生まれた児よりも，いずれの出

産間隔で比較してみても小さいという結果を得た。この

ことは母体の健康とともに新生児に与える影響の大きさ

を考え，改めて検射を加えてみる必要があろうと思われ

る。

V　結

　新生児の成熟度判定の際必要となる出生体重について

出生順位を基にして在胎期間，母の年齢，母の体格，前

児との出生間隔などを因子として検討を加えた。

1．前児及び次児が同一施殴で分娩されているものを対

象にした。出生体重は第1子が最も小さく，第3子が最

も大きく，第2子はその中問の値であった。

2．在胎期間は第3子が最も短く第1子が最も長く，各

在胎週別にみると出生体重は第3子が最も大きく第1子

が最もノ」、さい。

3，母の体格（身長〉では大きい母から出生体重が大き

な児が生れ，出生順位との関係は同じ身長群でも出生順

位が後位ほど大きい傾向がみられる。
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